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1. はじめに 

バリアフリーマップは，これまで多くの団体からさま

ざまな媒体で発行されている．観光地など，特定の地域

や施設内に特化したものがほとんどである．近年では，

インターネットサービスとして利用できるものが普及し

ているが，その傾向は変わっていない． 

オープンデータは，総務省や国土交通省が率先して普

及促進をはかっており，自治体からはバリアフリー情報

に分類されるものも多く提供されてはじめている．これ

らの情報を活用したバリアフリーマップが徐々に利用さ

れつつあるのは近年の新しい傾向であろう． 

これらのうち，「歩行空間ネットワークデータ」を基に

したバリアフリー情報は，通常の地図情報には含まれな

い，詳細な歩道情報などが構造化された形で記録されて

いる．そのため，車いす利用時の経路検索などがスマー

トフォン用アプリとして利用できるになっている． 

一方，既存のバリアフリーマップは，多大な労力をか

けて作られたものであっても，広く普及しているとは言

えないのが現状である．その理由として，それぞれのバ

リアフリーマップが管轄するエリアが小さく，媒体もバ

ラバラであることが挙げられる．全国各地にあるバリア

フリーマップが一元管理されていない現状では，たとえ

ば，遠方からの利用者にとっては，必要なマップの存在

を知ることは極めて困難である． 

オープンデータについても提供情報の粒度と量は地域

により大きな差があり，一部の地域を覗いては満足に使

える状況にはないだろう． 

そこで，本研究で提案するバリアフリーマップでは，

オープンデータを活用しつつ，車いすユーザーやバリア

フリーに関心のある人たち（以下，ユーザー）が日々投

稿するバリアフリー関連情報を，ネットワークを通じて

広く集める．共有する情報は，メタ情報・写真および映

像で構成するバリア・バリアフリーのスポット，スマー

トフォンのセンサー群（加速度センサー・GPS など）か

ら得られる路面の凹凸や走行実績である．これらの情報

は，ユーザー間で相互評価されることにより，統計的に

その信頼性を担保する． 

将来的には，各地のオープンデータを活用しつつ，全

国各地の既存のバリアフリーマップとの連携をはかり，

スポット情報等の相互連携を行っていくことで横断的に

バリア&バリアフリー情報を検索できる環境をつくって

ゆく予定である． 

2. これまでのバリアフリーマップ 

2015年現在，運用中のバリアフリーマップで，オープ

ンデータおよびユーザーによる投稿情報を基にしている

サービスのうち，もっとも広く知られているのは

「Wheelmap」（図 1）である[1][2]．「OpenStreetmap」[3]に構

築されていることから，地図情報の改編を含め，きわめ

て自由度の高い編集が可能である．主に西ヨーロッパで

普及しており，日本での利用者はまだ少数とみられる．

もっとも特徴的なのは，地図情報システムからバリアフ

リー情報にいたるまで，すべてがオープンデータで構成
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されているということである．ただし，多くのエンドユ

ーザーが参加しやすい反面で，データが偏在する傾向が

みられる．同様に，「みんなのバリアフリーマップ」[4]も

ユーザー投稿型である．作成者の居住地を中心にデータ

が集積されている． 

また，公衆トイレを対象としたシステムとして「みん

なでつくるユニバーサルデザイントイレマップ Check a 

Toilet」（図 2）[5]が知られている．ユーザーによる投稿情

報からトイレマップを作る点では，収集情報の違いはあ

るものの Wheelmap とたいへん似ているが，地図情報シ

ステムとして Google Maps を使用している点で異なる． 

その他，類似したサービスが展開されている．以下に

サービス例を示す． 

 

 てくてく山陰（バリアフリー／トイレマップ）[6] 

 えきペディア（駅構内バリアフリーマップ）[7] 

 ベビ★マ（授乳室マップ）[8] 

 comolib（子ども対応施設マップ）[9] 

 AXS Map（バリアフリー／アクセシビリティマッ

プ）[10] 

 車椅子でお出かけバリアフリーマップ（リンク

集）[11] 

 東京メトロエレベータ案内（国土交通省オープン

データ利用マップ）[12] 

 

 

図 1 Wheelmap 

Fig.1 Wheelmap 

 

図 2 Check a Toilet 

Fig.2 Check a Toilet 

3. オープンデータとユーザー投稿データ 

オープンデータは自治体を中心に，多種多様の情報が

公開されつつあり，AED 設置場所，市営駐車場や避難所

など実に多岐にわたる[13]．情報の公開形式もさまざまで

あり，PDF，CSV や XML など，再利用が容易な形式か

らそうでないものまで混在している．そのため，総務省

は，情報の再利用の行いやすさでレベルを定義している． 

自治体が公開しているオープンデータのうち，バリア

フリー関連のものとしては，トイレ，エレベータやエス

カレータなどの情報である．しかし，民間が設置したも

のについてはオープンデータになっていない情報が多く，

自治体からの提供データのみでは必要な情報は得られな

い．都市部においては，民間が設置した設備が多いため，

オープンデータのみでは十分なバリフリー情報を得るこ

とは現実的ではないだろう． 

先に挙げた「歩行空間ネットワークデータ」[14]は，構

造化データをもったオープンデータであり，アプリケー

ション次第で高度な機能を実現することができる．社会

実験により多額の費用をかけて収集したデータである． 

Web／スマートフォンアプリ「ココシル」[15]シリーズ

は，「歩行空間ネットワークデータ」を利用したアプリケ

ーションである．地域限定ではあるものの，施設やトイ

レなどのスポット情報はもちろんのこと，経路検索も行

える．オープンデータが実現できるもっとも効果的な応

用例として捉えることができる． 

本研究では，ユーザーが投稿したデータを独占せずに，

すべてオープンデータとして取り扱う．つまり，提案バ

リアフリーマップは，すべてオープンデータで構成する

こととなる．主な理由としては，ユーザーの投稿モチベ

ーションに関わるものである．特定団体のみが独占する

データ収集に，一般のユーザーが無償で積極的に協力す

るとは考えにくい．これまでのユーザー投稿型バリアフ

リーマップは，Wheelmap を除いて，ユーザーが投稿した

スポット情報などはオープンデータにはなっていないの

が現状である．これが，ユーザーの投稿が伸び悩む大き

な一因となっている可能性がある． 

ところで，スマートフォンやタブレットの普及により，

外出先での Web利用が当たり前になった．屋外では，現

在位置情報を参照した地図サービスの利用頻度が増加し，

それに伴い，Web サービスの質的向上とアプリケーショ

ン作成の合理化を目的として，Web API が多く使われる

ようになっている[16][17]．OpenStreetmap や Google Maps

も APIから利用でき，個人や団体の Webサイトに，高度

な地図機能を実装することができる．地図の閲覧機能だ

けではなく，ユーザー側のオペレーションにより，位置

情報を含めた各種データを投稿して他のユーザーと共有

できるアプリケーションを比較的容易に作成できる． 

 



4. スマートフォンなどを利用したバリア&バリアフ

リー情報の収集 

スマートフォンは加速度センサー，GPS，WiFi やカメ

ラなど，さまざまなセンサー類を搭載している．GPS を

使えば，位置情報や走行経路を記録することが可能であ

るし，加速度センサーの時系列データからは路面の凹凸

も検出できる．かつては，それぞれ専用品を使って計測

する必要があった．周知の通り，スマートフォンの普及

と進化により，安価にもかかわらず多くの計測機能を個

人が手軽に実用できる時代になった． 

そこで，本研究では，スマートフォンを活用して，バ

リア&バリアフリーデータの情報として，GPS による位

置情報をはじめ，写真・映像，路面凹凸情報を収集する

こととした．さらには，全方位画像／映像や 3D 情報な

ども収集する計画としている（図 3）． 

全方位画像は，スマートフォンに専用レンズを取り付

けても撮影できるし，RICHO THETA などコンシューマ

向けの専用カメラを使えばより簡単に撮影できる．

Youtube は今年になって全方位映像に対応した．3D 情報

は Google Tango[18] による計測を想定している．Google 

Tango を使えば，室内の空間情報を 3D 情報として収集

できる．つまりは，その場を走行するだけで立体的な空

間情報が生成でき，路面情報も収集できることから，ほ

ぼ完全なバリア&バリアフリー情報が生成できる． 

 

 

図 3 スマートフォンによる主な収集データ 

Fig.3 Collected Data Using Smartphone 

 

Google Maps では，自動車のトラフィックデータを公

開している（図 4）．GPS情報から自動車の速度を割り出

して，複数台の速度情報から統計的に渋滞状況を可視化

しているのである．この仕組みは，バリアフリーマップ

においては，複数の走行実績による走行可否ルートの可

視化として実現できる．より多く走行実績のあった道路

（歩道）は，おそらく他の車いすも通行できるであろう

ことが統計的に示されるのである． 

提案バリアフリーマップでは，先の複数データから情

報を推測したように，スマートフォンの所持者は個人で

ある事実から，投稿されたデータのひとつひとつの精度

は相当に低いものであることを前提としている．スポッ

ト情報や凹凸情報においても，１ユーザーからの情報だ

けでは十分な確度がない．複数の情報を重曹することで

正しい情報の「確からしさ」を担保する仕組みを取り入

れる． 

 

 

図 4 Google Maps のトラフィックデータ 

Fif.4 Traficdata of Google Maps 

 

ところで，これまでのバリアフリーマップにおいても，

携帯電話のGPS機能を使った地図生成が取り組まれてい

たが，情報の更新問題などで普及が進まなかったとされ

る[19]．カメラを使って，自動的に路面状況を記録する試

みもあったが[20][21][22]実験としては成功したにもかかわ

らず，実際はあまり活用されていない．実験装置が大掛

かりであり，データ数を増やすには困難があった． 

 

 

図 5 機能フロー 

Fig.5 Function Flow 

 

提案バリアフリーマップの機能フローを図 5 に示す．

ユーザーの評価を実現するため，個人認証を必須として

いる．また，簡単なオペレーションのみで利用できるも

のとしている．投稿の手間を最小限にする工夫も盛り込



んでいる． 

5. 提案バリアフリーマップの活用ストーリー 

提案バリアフリーマップは，ユーザーの生活の中では

どのように利用されるのかをストーリー形式で示す． 

5.1 「車いすユーザーが外出先からアップロード

する例」 

電動車いすユーザーA さんのスマートフォンには，専

用アプリがインストールされている．ひとりでの外出時

は，いつも専用アプリをバックグランドで立ち上げてい

るので，走行履歴が常に記録されるようになっている．

アプリがよくできているのか，バッテリーの消耗はそれ

ほど気にはならないらしい． 

帰宅後に専用アプリで走行履歴をアップロードするの

はいつものことである．これまで車いすで走行した道が

専用アプリやWebですべて閲覧できるのは楽しいようだ．

これまで Aさんが通行できた膨大な走行実績は他の多く

の車いすユーザーからも閲覧できる．その走行実績は，

Google Map上にはっきりと軌跡としてしるされているの

だ．何度も通った道は鮮やかな赤で塗られている．きっ

と，これまでのたくさんの走行実績情報はみんなの役に

立っているだろう． 

ところで，すべての移動経路をアップロードしたいか

といえばそうではない．基本的には知られては困る行き

先はないけども，自宅や友人の家などは個人情報に関わ

るので公開はしたくない．専用アプリなら，アップロー

ド時に公開したくない経路だけを削除することも可能だ．

こうして，A さんはプライバシーを確保しながら，多く

の人に役に立つ情報を日々アップロードしている． 

専用アプリは，ちょっとした思い出作りの道具にもなる．

目についたバリアフリースポットを，簡単な操作で写真

に撮って位置情報とともにアップロード．専用アプリの

マイページにはこれまでの写真や動画がびっしりだ．こ

の一手間が誰かの役に立つと思えば，これくらいの手間

は手間ではなくなる．しかも，自分の思い出アルバムに

もなる．写真や走行実績情報に「いいね！」を押してく

れる人がいるのも励みになっているようだ．誰かが見て

くれたのが実感できるからだ． 

5.2 「データ収集ボランティアがアップロードす

る例」 

重要な観光地や施設については，集中的に人を投入し

てバリア＆バリアフリーデータを収集するのが効果的で

あろう．B くんは大学生ボランティアで，３ヶ月に 1 回

行われるバリア&バリアフリーのデータ収集イベント

「＊＊＊＊＊」に欠かさず参加している．約 100 人が集

まるけっこう大きなイベントだ．イベントでは，あらか

じめ決められたエリアを３名で２時間以内にくまなく廻

り，車いすや高齢者の歩行に障害になる場所を総ナメに

する．スポット毎にメタ情報，写真や映像で記録してい

く．もちろん，GPS を常に ON にしているのですべては

位置情報が付加されたデータである．収集情報が多けれ

ばいいというわけではないが，チーム間で競争心が生ま

れるのはゲーム感覚で楽しいものである． 

ある小道を通っていると，10センチはありそうな段差

が見つかった．これだけの段差は車いすで通るのはムリ

だろう．B くんのチームは，専用アプリを使って段差の

状況を写真とメタ情報で記録した．動画を撮ろうかと迷

ったが，写真で十分収まるしここについては不要と判断

した．段差の高さは手持ちのメジャーで測って，いつも

のように専用アプリの該当項目にサクサクと記録． 

しばらく歩いて行くと，とても使いやすそうな多目的

トイレを見つけた．広いトイレだったので，この時は専

用アプリの機能を使って動画を記録．もちろん，トイレ

の入り口からだ．トイレ内の設備は専用アプリで簡単に

チェックして入力できる．背もたれや介助用ベッド，オ

ストメイトの設備チェックも重要だ．ベビーベッドやベ

ビーチェアも子育て世代向けには欠かせない情報である． 

B くんのチームは，２時間で 5箇所のバリア情報と 10箇

所のバリアフリー情報を記録．見事 30チーム中 3位とな

った．この情報を車いすユーザーが参考にして「いい

ね！」を押してくれるのをちょっと楽しみにしている． 

5.3 「車いすユーザーが外出先の事前調査に利用

する例」 

C さんはちょっと大きめの電動車いすのユーザーであ

る．普通の手押し車いすで通れるところでも，C さんの

電動車いすでは通れない場所が多々ある．あともう一歩

なのに辿りつけない悲しさはもう何度も経験している．

だからこそ，絶対に譲れない目的地がある時は入念な事

前調査が欠かせない． 

Google ストリートビューをひと通り確認して，お目当

てのカフェの近くまでは何とか行けそうなことは分かっ

た．ただひとつ心配がある．店内は十分広いのは友人か

ら聞いていたので安心であるが，入り口近くの約５セン

チと思われる段差と間口の幅がどうやらギリギリのよう

なのだ．ストリートビューの画像解像度ではきちんと確

認できないのがもどかしい．お店の人に聞くこともでき

るが，車いすの幅を知らせて調べてもらうのは何だか気

がひけるのである．できれば，特別扱いを求めずに普通

の客として行きたい． 

そこで，専用アプリを開いて目的地のカフェを検索し

た．すると，心配だった入り口の詳細な写真と間口の幅

がセンチ単位できっちり公開されていたのである．備考

欄には，「お店に車いす利用者であることを事前に申し

出すれば，扉を両開きにして対応してもらえる！」とも。

段差は，これまでの経験から十分に越えられそうだし，

間口はあと２センチの余裕がありギリギリ大丈夫だとい

うことが分かった．誰が投稿してくれたか，投稿者名は

ニックネームだけなのでよくわからないが，すかさず「い



いね！」を押して見知らぬ誰かに感謝した．投稿者名の

リンクをたどると，投稿者の B さんはどうやら 200箇所

を超える情報を投稿しているようだ．きっと今日も B さ

んの情報は誰かの役に立っていることだろう． 

目的のカフェでは楽しみにしていたパンケーキと美味

しいコーヒーを楽しめた．この経験は自分だけモノにし

てはもったいないので，車いす目線からの入り口の段差

の写真と，ギリギリ通過している時の動画を撮影してそ

の場で投稿した．おまけにパンケーキも写真もいっしょ

に． 

数日後，この写真と動画に，車いすユーザーと思われる

人からの「いいね！」が押されていた．C さんの何気な

い日常の経験も人の役に立つ．アタマでは分かっていた

けど，実際に役に立ったと思うとやっぱり嬉しいものの

ようだ． 

5.4 「車いすユーザーが外出先で役にたった時の

例」 

D さんは自走式スポーツタイプの車いすユーザーだ．

車いすバスケも得意である．しかし，15センチを超える

段差や未舗装の道を通るのは少々覚悟が必要．以前，調

子に乗って越えようとした段差で転倒してしまったこと

があったし，未舗装の道では前の日に降った雨の影響か

らか，土がぬかるんでタイヤがスタックしてしまい，抜

けられなくなって大変な目にあった．もちろん，泥だら

け． 

事前に通る予定の道を調査すれば無用なリスクは避け

られるけど，気ままな外出が何より大好きな Dさんであ

る．外出時は気が向いた方に車いすを走らせるのが一番

の醍醐味だと考えている．どこに行っても，ほとんどの

道は車いすで通行できるはずだが，初めての道では実際

は行ってみないと分からないことも多いし思わぬ事故に

もつながる．だから，最近では専用アプリでこの先の道

について，他の車いすユーザーの走行履歴があるかどう

かは一応調べる．その道の周辺には多数の車いす走行の

履歴があるにもかかわらず，特定の経路だけについて走

行実績が残されていないのはキケンのサインだ！怖いも

の見たさで行くのはいいが，間違いなくその先には進め

ないだろう．迂回するのが正解である． 

D さんは外出時には，専用アプリをバックグラウンドで

立ち上げて必ず走行履歴を残している．これまで，50km

以上の走行履歴を残してきた．自分の通った道を，すべ

ての車いすユーザーが通行できるとは思わないが，少な

くとも同じタイプ車いすなら通行できる可能性は高いだ

ろう．専用アプリには車いすの情報を登録できるため，

走行履歴を閲覧する時は自分の車いすに合わせてフィル

ターにかけることも可能である．ただし，D さんはもっ

ぱら「all」である． 

6. 課題 

本研究を実施するにあたり，課題が想定されている．

以下のその内容を記す． 

投稿方法は，よりシンプルに行える必要がある．

Wheelmap の場合，内容はシンプルでありながら，「緯

度・経度」などが含まれており使いにくい印象を与えて

いる．一方で，ベビ★マは単純な登録面（図 7）であり，

必要最低限の情報入力を数タップ程度で完了できる．

Wheelmap と異なり，簡単な操作系であることはもちろ

ん，余計なインタフェースが含まれていないのも特徴で

ある． 

 

 

図 6 Wheelmap の情報登録 

Fig.6 Registration a Spot data of wheelmap 

 

  

図 7 ベビ★マの情報登録 

Fig.7 Registratoin a spot data of Baby★Ma 

 

GPSの走行実績精度は，GPSの精度に大きく依存する．

市街地であればビルによる電波の反射の影響で，歩道を

車いすで走行したにもかかられず，車道を走ったように

記録されることも考えられる[23]．A-GPSを使えば精度を



やや向上させることができるが，精度を考慮すれば，

RTK-GPS を使うべきである[24]．GPS から得られる走行

経路は，スマートフォンで得られる最高精度でさえ，歩

道の左右を識別するのは困難である． 

走行実績の可視化を行うにあたっては，別途用意する

数値地図データを利用してマップマッチングを実施する

必要があるだろう．マップマッチングを行うことで，マ

ップ上の道路に合わせて描画できるとともに，走行実績

を重層表示できる． 

本研究においては，ユーザーの投稿モチベーションを

高めて，より多くの投稿データが集められるかが重要で

ある．「Yahoo! 知恵袋」では，金銭的な見返りは一切な

いが，多くのユーザーが情報を積極的に他人の質問に回

答している．この現象は，「食べログ」「価格 com」にも

見られる．そのモチベーションは「人の役に立ちたい」

や「知っていることをアピールしたい」と推察される．

バリアフリーマップの投稿でも評価機能を実装すること

で同様の循環を実現できると考えられる．評価は情報の

確度を担保するためにも効果を発揮するだろう．つまり，

悪い情報には評価が集まらず，良い情報にはよい評価が

集まるからである． 

7. おわりに 

本研究は，これまでのバリアフリーマップでは実装し

てこなかったいくつかの機能を実現する．特に，凹凸情

報や全方位画像／映像の活用は新しいと考える．今や，

誰もが所有しているスマートフォンを使えば，さまざま

な定量データを投稿できる．ただし，その精度は保証さ

れない． 

本研究では，精度の担保やユーザーの投稿モチベーシ

ョンの維持向上を「評価」により善循環をもたらすこと

を大きな課題としている．「評価」の制度設計については，

目下検討中であるが，次回は各種結果とともに報告した

い． 
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